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(2)第 45号 水土里ネットカロ古JII西部 令和 6年 7月 1日

理事長あいさつ

理事長三 宅 オU弘

盛夏の候、皆様には、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素より、加古川西部土地改良区の業務、運営につきまして、

組合員の皆様、国、県、市町村及び関係団イ本の皆様には、格別の

ご支援、ご協力を賜 り厚 くお礼申し上げます。

まず最初に、去る 3月 29日 に開催いたしました第57回通常総代

会におきましては、令和 6年度事業計画及び一般会計当初予算等

をご提案 し、上程いたしました議案について、総代の皆様に慎重

審議をいただき原案通 りご承認を賜 りました事を、この場をお借

りしまして厚 くお礼申し上げます。ご承認いただきました議案の中には、賦課金単価の改定がござ

いました。組合員の皆様 もご承知のように、最近の原油高に起因する諸物価の高騰は各方面に多大

の影響を与えてお り、土地改良施設の老朽化に伴 う修繕工事や建設資材の高騰などに大 きな影響を

与え、一般会計の単年度収支において赤字が続いている状況をご説明させていただきました。この

件につきましては、令和 4年度から2年間に渡 り、経費削減に努めるとともに、単価改正について

理事会等で再三検討を行ってまい りましたが、令和 6年度維持管理費の賦課金徴収にあたり、やむ

なくloa当 たり、桂卜別に60円 ～320円 の値上げをお願いし、ご承認いただいたところです。

農業経営事情の厳 しき折、非常に心苦 しい判断とな りましたが、何卒、御理解を賜 りますようお

願いいたします。

さて、国会では「食料 。農業・農村基本法」の改正案が成立 し、農政の基本理念や政策の方向性

が示され、食料の安定供給の確保、農業の有する多面的機能の発揮、農業の持続的な発展、その基

盤としての農村の振興が理念 として掲げられています。改正案では、「食料安全保障の確保」を新た

に加えたうえで、農業法人の経営基盤の強化やスマー ト技術を活用 した生産性の向上に取 り組んで

いくとしています。

このような状況の中、当土地改良区では、去る 2月 15日 に実施されました任期満了に伴う総代選

挙におきまして、75名 の新総代が選出され、総代会におきまして、新役員27名 を選任 していただき

ました。この中には、初めて員外から女性理事 3名が選任 され、新たな体制が整いました。

今後、新 しい視点での改良区運営に、ご尽力 していただけるものと期待 しております。

一方で、農業の担い手が高齢化 し、なおかつ減少 してい くという状況には、恐 らく今後 も歯止め

はかか りません。少子高齢化が進む日本で、これまでの農業経営を、大きく転換する必要にも迫 ら

れるかも知れません。 しかしながら、いつの時代 も農業発展には、安定 した水の供給は必要不可欠

であ り、引き続 き、役職員一同一九となって加古川西部土地改良区の業務、運営に取 り組んで参 り

ますので、組合員の皆様のご支援、ご協力を重ねてお願い申しあげ、簡単ではございますが、発刊

のご挨拶とさせていただきます。

，工
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第 45号 水土里ネットカロ古川西部 令和 6年 7月 1日 (3)

第5フ ロ 通常総代会開催

令和6年度事業計画及び各会計予算など全議案可決決定
令和 6年 3月 29日 (金)午前 9時30分 より、加西市民会館 (小 ホール)におい総代75名 中61名 の出席と書面

議決14名 により第57回通常総代会が開催されました。

三宅理事長開会挨拶の後、議長に第 2選挙区加西市別府町の高田克義総代を選出して議事に入 りました。上

程された18議案について慎重に審議がなされ、全て原案のとお り可決されました。

| 採決74名 :出席者60名 (議長除く)、 豊画議決 ]4名

第 1号議案

報告第 1号

第 2号議案

第 3号議案

第 4号議案

第 5号議案

第 6号議案

第 7号議案

第 8号議案

第 9号議案

第10号議案

第11号議案

第12号議案

第13号議案

第14号議案

第15号議案

第16号議案

第17号議案

第18号議案

提 出 議 案

令和4年度事業報告並びに一般会計・特別会計 (農地転用決済金・維持管理費等調整積立金・職員退

職給与金積立金・太陽光発電事業・発電事業建設改良積立金)収支決算及び財産目録の承認について

令和 5年度事業経過報告について

令和5年度―股会計、特別会計 (農地転用決済金・維持管理費等調整積立金・職員退職給与金

積立金・太陽光発電事業・発電事業建設改良積立金)J又支補正予算の専決処分の承認について

加古川西部土地改良区規約の一部改正について

土地改良区会計細則の一部改正について

加古川西部土地改良区監査細則の一部改正について

加古川西部土地改良区委員会処務規程の一部改正について

土地改良区地区除外等処理規程の一部改正について

令和 6年度事業計画について

令和6年度一般会計、特別会計 (太陽光発電事業・県営ほ場整備事業 (在田南部地区))収支予算について

令和 6年度維持管理費の賦課金徴収について

令和 6年度県営ほ場整備事業に係る賦課金等の徴収について

令和 6年度農地転用決済金額について

令和 6年度公庫資金の借入について

令和 6年度積立金の処分について

令和 6年度役員等に対する報酬等について

令和 6年度歳計現金の預金先について

第15期役員選任について

役員の補欠選任の方法について

議 案
総代会 書面議 決 合 計

賛 成 反 烹こ 賛 成 反 対 賛 成 反 対

第 ¬号議案 59 1 14 O 73
第2号議案 60 〇 14 O 74 O
第 3号議案 60 O 14 O 74 O
第4号議案 60 O 14 O 74 O
第 5号議案 60 O 14 O 74 O
第6号議案 60 O 14 O 74 O
第7号議案 60 O 14 O 74 O
第3号議案 59 1 14 O 73 1

第9号議案 60 O 14 O 74 O

議 案
総代 会 書面議 決 合 計

賛 成 反 対 賛 成 反 対 賛 成 反 対

第 10号議案 45 15 14 O 59 15
第 11号議案 60 O 14 O 74 O
第 12号議案 57 3 14 O 71 3
第 13号議案 60 O 14 O 74 O
第 14号議案 60 O 司4 O 74 O
第 15号議案 58 2 14 O 72 2
第 16号議案 60 O 14 O 74 O
第 17号議案 59 1 13 1 72 2
第 18号議案 60 O 14 O 74 O



(4)第 45号 水土里ネットカロ古,II西部 令和 6年 7月 1日

第 15期総代・役員 (理事・監事)の選出について

第 15期 新 総 代 紹 介

令和 6年 3月 7日 任期満了に伴い、令和 6年 2月 15日 の総代選挙において、次の方が当選されました。

○任期 :令和 6年 3月 8日 ～令和10年 3月 7日 (4年間)

選挙区 地区名 氏   名 選挙区 地区名 氏   名 選挙区 地区筈 氏   名

1 北 条 田]引 ヒ条 小  苗  公  嗣 2 網 SI 田」原 田 正 弘 3 田 谷 町 内 橋 義 廣

1 北 条 町 東 高 室 高 尾 嘉 宏 2 栄   町 田  重  喜 3 若 井 町 松   岡  柳

1 北 条 町 西 高 室 高 橋 輝 昭 2 乗 原 田 町 神 戸 佳 則 3 下 道 山 町 井 之 上 義 邦

1 北 条 町 西 南 大 西 貴 弘 2 繁 昌 町 岸 本 善 行 3 上 道 山 町 高 井 敏 郎

1 西 谷 町 羽 馬 秀 一 郎 2 繁 昌 町 山  ウ託 不3 3 鴨 谷 町 青  木  不□ 巳

¬ 文日      田」安 富 俊 次 2 上 富 木 町 E百   本寸 月券 3 中 富 町 高  嶋  克  宣

1 窪 田 町 後 藤 徳 男 2 下 富 木 町 澤  中 3ム 3 月U所 町 千 石 長 則

1 坂 元 田」衣 笠 清 人 2 下 富 木 町 深 田 貞 幸 3 上 野 町 野   幡   不□  汚

¬ 谷 □ 町 尾 団 克   )告 2 鶉 野 町 後     藤 勇 3 下 芥 田 町 世 良 田 安 典

1 福 住 町 西  井 稔 2 鶉 野 町 宮  陪  不B 男 4 復 井 町 小  林  隆  彦

1 山 下 田J 小  川  秀  樹 2 都 染 町 古  田 茂 4 河 合 中 町 稲   継   不」  明

1 山 下 田」 山  下 学 2 月」 府 町 松 末 光 博 4 河 合 西 町 上 月 秀 人

¬ 山 下 町 松  本 2 月Ш 府 町 高 田 克 義 4 復 井 町 青 山 克 彦

¬ 岸 呂 町 杉 本 行 正 2 常 吉 町 藤  原 臣又 5 明 楽 寺 町 鈴 木 玉 義

1 西 尖」坂 町 安 積 義 典 2 朝 妻 町 小  林  敏  明 5 水 尾 町 小  林  克

1 王 子 町 待 元 義 政 2 豊 倉 田」君 本 真 澄 5 落 方 町 肉 橋 真 吾

1 大 村 町 松 本 規 男 2 ヨE  里予  田」森  田 薫 6 高   岡 大 ス 保 祥 男

1 尾 崎 田」岩 本 光 弘 2 玉 丘 町 井 上 康 秀 6 高   岡 西 本 孝 明

1 琵 琶 甲 田」村   上   尚   之 3 和 泉 町 衣   笠   不□   明 6 高   岡 千  田  勝  正

1 野 条 田」達  菜 イ呆 3 池 上 町 吉  田  敬 6 高   岡 福 井 忠 人

1 野 田 町 前  田  健 3 島   町 横 井 徒 通 7 中 舅 間 門  脇  禾B 志

1 西 笠 原 田」佐  イ白 均 3 馬 波 谷 町 中  植   修 7 下 三 原 渡  邊  啓

1 倉 谷 町 森 本 浅 樹 3 大 正 町 神  田  賢 7 仕 出 原 植  山  能  典

2 中 野 町 藤 原 敏 行 3 鍛 治 屋 町 繁  田 男 7 l表   田 」ヽ  林  次  ″ム任

2 田 原 町 松 本 義 弘 3 )由  谷  町 田  浩  幸 8 南 山 田 衣 笠 尚 登

第 15期 新 役 員 紹 介
役員の任期満了に伴い、令和 5年 3月 29日 開催の第57回 通常総代会において、次の方が選任されました。

○任期 :令和 6年 5月 29日 ～令和10年 5月 28日 (4年間)

員   内 員外理事

選
区

被
任 地区名 氏  筈

選

区

被
任 地区名 氏   名 地区名 氏筈

1 北 条 〔]」 黒 駒 菅 原 雅 彦 3 西 野 ノマ町 B召頃  安 加西市 高 橋  晴 彦

1 西 上 野 町 永  野    隆 3 国 正 町 塚 本 竹 士 刈ヽ野市 達  茶    務

1 西 横 田 田」古 角 隆 夫 3 下万願寺日」宮  川  貞 西脇市 片  山  象

1 中 西 町 伊 藤 博 之 3 殿 原 町 後 藤 政 博 加東市 岩  根    正

1 東 笠 原 町 小  谷    保 4 復 井 町 松 本 明 文 多可町 四吉  田

2 中 野 町 宅  利  弘 5 岡 崎 町 沖  添  昭 義 姫路市 清 元 秀 泰

2 鶉 野 町 飯 尾 哲 也 6 高   岡 藤  川  和  義 加西市 竹 内 百 合 子

2 月」 府 町 西  村  不日 延 7 下 野 間 藤 田 昌 民 加西市 内 藤 美 由 紀

2 青 野 原 町 藤  田 孝 8 南 山 田 ′」ヽ  川|  コ三  貝」 加西市 常 峰 み ど り

理  事

繁 昌 町 谷  □ 満 久 町 原 田 正 利 )]合 西 町

監  事 (員内)



第 45号 水土里ネットカロ古ザII西部 令和 6年 7月 1日 (5)

令和4年度収支決算

1又 入 (単位 :円 )

科 目 ラ  算 決  算

土地改良事業収入 82,コ 33,OOO 80,318,970

附 帯 事 業 収 入 461,000 475,710

補 助 金 等 Ⅲ叉入 21,540,OOO 21,440,OOO

交 付 金 収 入 2,070,OOO 1,980,OOO

脅 付 金 収 入 1,OOO O

業 務 受 託 料 収 入 1,OOO O

雑   収   入 72QOOO 司,073,273

借 入 金 収 入 2,OOO O

他 会 計 繰 入 金 13,932,OOO 司3,928,624

繰   越   金 25,373,OOO 25,373,342

計 146,233,OOO ¬45,089,919

!  
支 出 (単位 :円 )

科 目 ラ 算 決 算

土地改良事業費支出 55,230,OOO 53,729,864

一 般 管 理 費 支 出 43,217,000 42,留孔392

土 地 改 良 事 業 負 担 金 支 出 11,977,OOO 11,975,784

借 入 金 返 済 支 出 23,OOO O

固定賓産取得支出 2,99QOOO 2,94、950

雑   支   出 lC(光 OOO O

他 会 計 繰 出 額 19,798,OOO 19,795,872

予   備   費 12,898,OOO O

計 ¬46,233,OOO 13Q933,862

収  入 (単位 :円 )

1又 入 (単位 :円 )

支 出

収 入

支 出

(単位 :円 )

(単位 :円 )

繰越金

17%他会計繰入金

10%

交付金収入

1%

雑収入

1%

補助金等収入

15% 土地改良事業収入

S6%

固定資産取得

支出

2%

他会計繰出額

15%

土地改良事業負

担金支出

9%

土地改良事業

費支出

41%

一般管理費支出

33%

農地転用決済金特別会計

科 目 手  算 決  算

土地改良事業収入 lQ74¶ ,OOO 10,489,867

特定賓産運用Ⅲ又入 136,OOO 134,881

繰   越   ⇔ ‖40,401,OOO 司4Q401,07コ

計 151,278,OOO 151,025,819

科 目 予 欝 |!1 球1筆

雑   支   出 100,OOOI O

他 会 計 繰 出 額 5401,OOO1 5Q220

手   備   費 145訂 ,OOOI O

計 151,野aOoo1    5,4∞,220

維持管理費等調整積立金特別会計

科 目 手  算 決 算

特定費産運用収入 ¶,¬ ¶7,OOO 1,122,469

他 会 計 繰 入 金 ¬8,246,OOO ¬8,245,519

繰   越   金 1,117,469,OOO コ,司 ¬五469,098

計 1,刊 36,832,OOO 1,136,83二 086

ラ 算 決 .簾

他 会 計 繰 出 額 1,OOO O

予   備   費 1,136,831,000 O

計 1,136,832,000 O



(6)第 45号 水土里ネットカロ古川西部 令和 6年 7月 1日

職員退職給与金積立金特別会計

科 目 ラ  算 決  算

特定費産運用収入 13,OOO ¬3,318

他 会 計 繰 入 金 1,551,OOO ¬,550,353

繰   越   金 13,3¬ 8,OOO 13,318,089

計 司4,882,000 コ4881,760

|

収  入

け又 入

収  入

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )

支  出

支  出

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )1  支 出

科 目 ラ  算 決  算

一 般 管 理 贅 支 出 14882,OOO 57Q750

計 14,882,000 57Q750

科 目 ラ  算 決  算

発 電 事 業 収 入 11,830,OOO ‖2,573,012

雑   収   入 9,OOO 私822

他 会 計 繰 入 金 2,OOO O

繰   越   金 8,97QOOO 8,97Q404

計 2Q81¬ ,OOO 21,55¬ ,238

科 目 手 算 決  算

発 電 事 業 費 867,OOO 756,司 01

一 般 管 理 費 477,OOO 343,630

他 会 計 繰 出 額 9,626,OOO 9,625,404

予   備   費 9,841,OOO O

計 2Q8司 1,OOO 10,725,135

発電事業建設改良積立金特別会計

科 目 予  算 決  算

特定賓産運用収入 3,OOO 2,196

他 会 計 繰 入 金 1,097,OOO ¬,097,OOO

繰   越   金 2,196,000 2,196,206

計 3,296,000 3,295,402

科 目 手 算 決  算

他 会 計 繰 出 額 1,OOO O

予   備   費 3,295,000 O

計 3,296,000 O

令和6年度収支予算
.1lIIII::li:i::言

1言iIIl'F

坪叉 入 (単位 :円 )

科  目 本年度ラ算 前年度予算

土地改良事業Ⅲ又入 90,708,OOO 81,462000

附 帯 事 業 収 入 4司 2,OOO 449,000

特定資産運用Ⅲ又入 1,043,000 O

補 助 金 等 収 入 司9,50司 ,OOO 19,501,OOO

交 付 金 収 入 6,¬ 20,000 1,OOO

寄 付 金 Ⅲ又 入 1,OOO 1,OOO

業 務 受 託 料 Ⅲ又入 1,OOO 1,OOO

雑   中又  入 700,OOO 692,OOO

借 入 金 ‖又 入 2,OOO 2,OOO

特定賓産取崩‖又入 35,844,OOO O

他 会 計 賞 付 金 回 収 収 入 5,O01,OOO O

他 会 計 繰 入 金 lQ248,OOO 16,794,OOO

繰   越   金 16,115,OOO 13,473,000

計 185,696,OOO 132,376,OOO

簸 Å

他会計賞付

金回収収入

3%

特定資産取崩収入

19%

土地改良事業収入

49%

交付金収入

3%

補助金等収入

10%

特定資産運

用収入

1%



第 45号 水土里ネット加古,II西部 令和 6年 7月 1日  (7)

科 目 本年度ラ算 前年度手算

土地改良事業費支出 56,889,000 49,6刊 4000

一 般 管 理 費 支 出 42,358,000 4‖ ,383,OOO

土地改良夢業員 lB金支出 5,949,OOO 1¬ ,60‖ ,000

倍 入 金 返 済 支 出 2,OOO 2,OOO

支 払 利 息 2,OOO 23,OOO

固定資産取得支出 3,734,OOO 275,OOO

雑   支   出 lC×】OOO 10〕000

特定姿産積立支出 59,229,000 O

他 会 計 貸 付 金 貸 付 支 出 5,OO¶ ,OOO O

他 会 計 繰 出 額 司,OOO 20,480,OOO

予   備   費 12,431,OOO 8,898,OOO

計 185,696,OOO ¶32,376,OOO

支  出

収  入

収  入

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )

支 出

支  出

支  出

(単位 :円 )

(単位 :円 )

他会計貸付金貸付支出

3% 予備費

7%
土地改良事

業費支出

30%

特定資産積

立支出

32%
一般管理費支出

23%

固定資産取

得支出

2% 土地改良事業負担金支出

3%

太陽光発電事業特別会計

科  目 本年度ラ算 前年度予算

発 電 事 業 収 入 12,445,OOO 12,445,000

特定資産運用収入 3,OOO O

雑   収   入 10,OOO 9,OOO

特定賓産取崩Ⅲ又入 刊,OOO O

l也 会 計 借 入 金 借 入 収 入 1,OOO O

他 会 計 繰 入 金 1,OOO 2,OOO

繰   越   金 司Q855,OOO 9,841,OOO

計 23,316,OOO 22,297,OOO

科  目 本年度予算 前年度予算

発 電 事 業 費 677,OOO 677,000

一 般 管 理 費 403,OOO 4,OOO

特定贅産積立支出 1,097,000 O

l也 会 計 借 入 金 返 済 支 出 1,OOO O

他 会 計 繰 出 金 10,248,OOO 11,345,OOO

予   備   費 ¬Q890,OOO ¬O,271,OOO

計 23,3司 6,000 22,297,000

県営ほ場整備事業 (在田南部地区)特別会計

科  目 本年度ラ算 前年度ラ算

土地改良事業収入 451QOOO

附 帯 事 業 収 入 ‖,OOO

特定資産運用Ⅲ叉入 1,OOO

補 助 金 等 1叉 入 11,∞O,OOO

寄 付 金 収 入 1,∞O

業 務 受 託 糊 Ⅲ叉入 36,200,000

雑   手叉  入 5,OOO

借 入 金 ,叉 入 18,751,OOO

特定資産取崩Ⅲ又入 司,OOO

他 会 計 借 入 金 借 入 収 入 5,000,000

他 会 計 繰 入 金 1,OOO

繰   越   金 1,OOO

言十 75,472,OOO

科 目 本年度予算 前年度尋算

土地改良事業費支出 36,503,OOO

一 般 管 理 費 支 出 1¬ ,743,000

土地改良事業員 l日金支出 18,750,000

借 入 金 返 済 支 出 2,OOO

支 払 利 息 2,OOO

固定餐産取得支出 435,000

特定資産積立支出 2,870,000

雑   支   出 η,OOO

他 会 計 借 入 金 返 済 支 出 5,OOO,OOO

他 会 計 繰 出 額 85,OOO

予   備   費 81,OOO

言十 75,472,OOO



(8)第 45号 水土里ネットカΠ古川西部 令和 6年 7月 1日

配水管理事業について

令‐
和 }年度事業報告

4月 1日 の糀屋ダム貯水量は924.3万t(69,4%)で、平年の978.5万t(73.5°/0)と比較して微減の状態でした。かんがい期前に

は改修工事を行ったため池2カ所に臨時配水を行いました。

5月 20日 のかんがい始期のダムの貯水量は、1142,9万 t(85.8°/0)で、平年より約100万t(平年1039.6万 t)多い状況でかんが

い期を開始することになりました。

近畿地方の梅雨入りは5月 29日 と平年より約1週 間早く、5月 は264mm、 6月 は207mmと降雨に恵まれたため、配水量は140,7万

tで、5～ 6月 の平均配水量 (225.0万t)の 66°/0程度でした。

しかし、7月 20日 に梅雨が明けたあと、7月 下旬以降は市内の雨量がOmmとなり、河川の配水要請により配水量は平年に比べ

て増加し、7月 末時点でダムの貯水量は996.2万 t(貯水率74.7°/0)と平年の1023.4万 t(貯水率76.9°/0)と同水準になりました。8

月1日 から中干し期までの約2週間は、毎秒2t(1日 でダム貯水率が1,0°/0減)の配水を行いました。8月 15日 には台風7号が明石

市に上陸し、市内の降雨量は1日 に97nlnlと いう平年の8月 雨量と同等の降雨量になりました。中干し後から8月 末までは、ポンプアッ

プや夕立が数日ごとに続いたことによって、ダムの貯水量は867.3万 t(貯水率65。 1°/0)となりました。9月 以降はため池への供給は

落ち着きましたが、秋雨もlo2mm(平年153mm)と 少なく、降雨に依存できない天水掛りの供給が続いたこともあり、9月 末時点で

ダムの貯水量は734.1万 t(貯水率55.1°/0)でかんがい期を終えました。

結果、今年度のかんがい期は、4月 ～5月 にかけて降雨量カン57mmで5月 20日 を貯水量1139,6万 tで迎え、平年より約100万 t多

い状況になりました。梅雨明け後、極度の高温により1可ナ||・ 天水掛を中心に配水要請が増え、配水量 (5～ 9月 )は762.3万t(平

年679.7万 t)と平年を上回りましたが、無事にかんがい期を終えることができました。

降雨量 (mm) 区内降 口降雨量 (R5) 日降雨量 (過去5年平均)

0

4月     5月     6月 7月 8月 9月     10月     11月    12月

配水管理事業について

配水量 (万t) 日配水量 (R5) 日配水量 (過去5年平均)

400.0

300,0

200.0

100,0

0,0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月    11月    12月

t
13.3 44.3 96.4 137.4 338,7 145.5 22.6 O.7 OoO 798.9

(R5)

‐

爾 ‐

配水量 (万 t)

(過去5年平均)
15.9 59.6 165。3 108。O 238.3 108.4 15。4 38 4.1 718.8

Ⅱ祭雨量 (mm)
(R5)

193 264 207 112 164 102 45 107 39 1,233

降雨量 (mm)
(過去5年平均)

109 105 145 220 102 153 61 37 38 970



第 45号 水土里ネットカロ古川西部 令和 6年 7月 1日 (9)

造成施設の整備工事等について

施工前

(1)水利施設管理強化事業

経年劣化により老朽化 した国営造成施設の整備補修

事 業 費 :8,559,100円

事業内容 :空気弁 9ケ 所の更新

(内、2,090,000円 は緊急漏水修繕工事)

(2)基盤整備促進事業

経年劣化により老朽化 した団体営造成施設の整備補修

事 業 費 :10,265,200円

事業内容 :空気弁 16ケ所、制水弁 3ケ 所の更新

流量計 1ケ 所移設

(3)そ の他工事 (漏水復旧等)

①東幹線油谷l号排泥工漏水掘削工事

②西 I号幹線善防支線山下サイホン管理用道路岩盤崩落復旧工事

③6-1号送水路漏水修繕工事

令和元年度維持管理費が令和7年 2月 で時効を迎えるため、令和元、2年度賦課金未納者を対象に令和5年度まで

の滞納額について、法手続き (滞納処分)の準備を進めます。

また、平成30年度以前の時効が完成した相続人なし等の土地に係る未納金の欠損処理を行うこととしています。

近畿2府4県のH国営土地改良区で構成される国営農業水利改良事業促進近畿協議会において、維持管理の運営

基盤の強化及び施設管理に係る支援について、陳情・要請活動を行いました。

また、全国大規模農業水利事業協議会、全国土地改良施設管理事業推進協議会の一員として、農林水産省、財

務省、近畿農政局並びに兵庫県選出の国会議員へ陳情・要望活動を行いました。

令和2年度に策定した本構想に基づき、当改良区が管理や配水する農業水利施設を地域財産として保全する意識を

高め、地域において水利施設が重要な役割を果たしていることやその保全に取り組む必要性の理解を得るための実践活

動を実施しました。

本年度も県立北条高校の生徒が疏水やため池などの地域資源を探究する取り組みと連携し、自ら制作した施設の模

型を使って小学生への授業を行ったり、ため池のかいぼりや疏水ウォークなどにも参加するなど地域が一体となって実践活

動に取り組みました。

①小学校社会見学 (疏水学習)

糀屋ダム、飯盛野疏水を学習 (加西市内小学校11校 381名 )

②疏水ウォーク

県立北条高校の協力を得て、一般参加者と疏水の歴史を見学し、先人の知恵とその

水の恵みを伝えました。(参加者29名 )

③水源地エリア交流会
上下流エリア間交流の一環で、多可町住民と糀屋ダム周辺の桜の下刈り、整備を実施。(参加者57名 )

④ため池調査研究

県立北条高校の生徒とため池のかいぼり、土質調査を実施。

サ

施工後

賦課金の未納徴収について

陳情・要望活動について

加古川西部地区地域活性化構想に基づく実践渚動について



t③ 第 45号 水土里ネット加古川西部 令和 6年 7月 1日

農業水利施設の啓発活動について (小学校社会見学)

令和5年 10月 2日 (宇仁 ,日 吉小 )、 lo月 3日 (北条小 )、 10月 5日 (下里小 )、 lo月 10日 (富 田小 )、 lo月 12

日 (賀茂小 )、 10月 13日 (富合小 )、 10月 16日 (西在田小 )、 lo月 20日 (九会小 )、 10月 31日 (泉小 )、 11月 6日

(北条東小)の 10日 間、小学 4年生 (381名 )を対象に、県補助事業並びに市助成金を活用 して貸切バスを提

供 し、糀屋 ダムをはじめとする地域の農業関連施設 (飯盛野疏水・東条川疏水・奉天池など)を見学 し、農

業用水の大切さと先人達の苦労を伝える活動を行いました。

太陽光発電施設は順調に発電 してお り、本年度の発電状況は、計画発電量308,H6kwhに対 し344,070 kwhで

111,7°/Oの発電効率を得ています。

平成27年度に北播磨のため池安全安心プロジェクト草刈等省力化推進事業により導入した大型車刈機の貸出状況

は、3月 末現在でCG101(刈 巾80cm)H回 (※ 9回 )、 CG81(刈 巾65cm)1回 (※ 10回 )HR662(タイヤ式)5回 (Xl回 )、

AZ851(斜面刈)0回 (※ 6回 )で、機械の総稼働時間は計66.75h(※ 85.5h)と なっています。※前年度実績

令和5年度より、斜面刈草刈機 AZ851①、AZ851②の貸出しを故障のため中止しました。

また年度中の8月 下旬頃より、CG101、 CG81両機のメンテナンスにより、HR662のみの貸出しとなりました。

平成27年度より長年貸出ししてきました各種草刈機は、経年劣化と度重なる故障による4笏理費の高騰を理

由に、令和6年度より貸出しを中止することになりました。

長年に波るご愛顧を頂き誠にありがとうございました。

西脇多可行政事務組合新ごみ処理施設の建設については、敷地造成及び調整池整備工事が完了 し、 8月 よ

り施設建設工事に着手されます。

また、令和 3年 1月 8日 付けで締結 した 「西脇多可行政事務組合新ごみ処理施設の整備及び管理運営に関

する環境保全協定書」に基づ く環境保全協議会の設置に向けた準備会が 2月 20日 、 5月 17日 に開催されまし

た。
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令和 61年度事業計画

(1)基本方針

ため池の貯水量、河川の流量 を勘案 し営農状態に合わせ適正且つ公平な配水管理に努めます。

(2)実施計画

①年間配水量は、1,392万 トンを計画します。

②かんがい期間は、 5月 20日 から9月 30日 まで、非かんがい期間は、10月 1日 から5月 19日 まで

とします。ただし、ため池改4笏等により貯水できないため池及び農地造成地区等には配水を行

います。

太陽光発電の状況について

堤体草刈機等省力化機械の貸出状況について

大型車刈機の貸出中止について

西脇多可新こみ処理施設建設の進捗状況について

配水管理事業について



第 45号 水土里ネットカロ古川西部 令和 6年 7月 1日 αつ

造成施設の整備について

(1)水利施設管理強化事業 加古川西部 1期 (国営造成)

経年劣化により老朽化した国営造成施設等の附帯施設4多繕工事を行います。

(2)基盤整備促進事業 加古川西部 3期 (団体営)

経年劣化により老朽化した団体営造成施設等の附帯施設4多繕工事を行います。

(3)令和 5年度加入土地改良施設維持管理適正化事業47期生

中野支線 (飯盛野疏水)護岸補修工事、4号分水除塵機オーバーホールエ事を行います。

令和 6年度より新たに、中富町、笹倉町、殿原町、越水町、玉野町

を対象とした在田南部地区ほ場整備事業に着手します。また、「ほ場整

備等対策係」を設置し、事業が円滑に推進するように地元、関係機関

等と連携し進めます。

各種積立金について、従来、定期預金により管理運営を行ってきましたが、預金利率が低迷している状

況です。今後の管理方法について、長期的な観点からより適切な管理ができるよう検討を進めます。

賦課金の滞納者について、訪問徴収を行い徴収率の向上に夕秀めます。令和 7年 2月 に時効をむかえる令

和元年度賦課金未納者に対 し、法手続きの準備に着手 します。

加古川西部地区地域活性化構想に基づき、土地改良施設の保全に対す

る農家の管理者意識の喚起や、土地改良区を取 り巻 く多様な主体の理解

や積極的な協力を得ることを目的に、加古川西部地区の地域活性化に繋

がる取 り組みを展開します。

【活動内容】①小学校社会見学会  ②疏水ウォーク  ③地域水利研究会

④ため池オアシス運動 ⑤エリア交流会など

令和 6年度は、当土地改良区が近畿2府4県の国営11土地改良区で組織する国営農業水利改良事業促進近畿

協議会の会長として、財務省及び農林水産省に対し、老朽化した施設の維持保全・事業制度の緩和、土地改良区
の運営基盤の強化及び施設管理に係る支援並びに農事用電力料金の軽減について、全国大規模農業水利事業協
議会,全国土地改良施設管理事業推進協議会と連携し要望活動を行います。

水源地域との交流及び糀屋ダムの適正な管理を促進するため、多可

町、糀屋ダム管理所及び当土地改良区関係者と協働で糀屋ダム周辺道

路の除草並びに整備作業を実施 します。

開催内容 :第 19回 「翠明湖の桜を救え !」

糀屋ダム周辺道路整備作業

実施予定時期 :令和 6年 11月 24日 (日 )

場  所 :糀屋ダム周辺道路他

在田南部地区ほ場整備事業について

積立金の管理方法について

賦課金の未納徴収について

加古サ|1西部地区地域渚性化構想の展開について

関係機関への要望活動について

水源地域との交流について



&劾 第 45号 水土里ネットカロ古川西部 令和 6年 7月 1日

組含員の皆さまへのお願い

◎下記のよ うな場合 は、「組合員資格得喪通知書」の提出が跡要で す。

レ組合員さんが亡くなられた場合

>農地を売買、または交換された場合

>農地の貸し借り (利用権などの設定)をされた場合

レ農業者年金の受給により経営移譲された場合

上記の所有権移転が生した場合、新所有者は維持管理費 (賦課金)の賦課対象となります。
また、従前の所有者が維持管理費を滞納していた場合、その債務は新所有者へ引き継がれますので、
従前の所有者にご確認願います。 (土地改良法第42条権利義務の承継)

◎住所を変更された場合、変更の連絡をお願いします。

◎農地転用・地区除外をされる場合は、当土地改良区への申請と決済金

が跡要です。

農地を転用される場合は、当土地改良区への届出が義務づけられています。

また、地目が田からほかの用途に地目変更された場合も、同様の手続きが財要と

なります。
ノム`其用地 (道路、河川等)で、売買された場合も申請と決済金が財要です。

◎賦課金の納付 は便 利な □座振替が おすすめです。

対応金融機関

・兵庫みらい農業協同組合  ・みなと銀行    ・播州信用金庫
。みのり農業協同組合    ・但馬銀行     ・但陽信用金庫
。三井住反銀行       ・兵庫県信用組合   ・姫路信用金庫

法務局や農業委員会の手続きだけでは、当土地改良区の合帳は変更されませんので

届出をお願いいたします。

◎提出が懲要な方は、本誌に挿入しております組合員資格得喪通知書

を切り取りご活用下さい。 (15ページ)

《関連情報》
●令和6年 4月 1日から相続登記の申請が義務化されました。
。相続した土地・建物の相続登記をしましょう !

。今なら、相続登記の免税措置も、拡大されています !

・相続の際、遺産分割をさちんと済ませましょう 1

・登記の手続は、法務局のホームページをご覧ください !

働
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ぬ
令和7年度 (2025年 度)職員募集 !!

¬

2.受験申込

(1)

(2)

3.試験日程

一次試験 (筆記試験 )

令不□6年 8月 25日

5.勤務時間・体暇等

(1)勤務時間

(2)休日・体暇等

午前 8時 30分～午後 58き 15分 (内休憩時間60分 )

土曜日、日B理 日、祝祭日、年末年始

年次有給体暇のほア〕`、夏季体暇、結婚、忌引等の特別体暇

受験手続にけ要なもの

募集要頂、様式は当改良区ホームページ参照
http:〃www.kakogawa― west.io/recru比 ,htmi

申込み受付

令和 6年7月 ¬日 (月 )～ 8月 16日 (金)※土日祝日を除く
午前 8時 30分～午後 5時 15分
郵送による場合も、 8月 16日 (金)断音のこと

(書類不備や、期日を過ぎて郵送されたものは如何なる理由があっても受付
できません )

(3)受験申込及びF□]い合わせ先
加古川西部土地改良胚 総務係
〒675-2104兵 庫県加西市上宮木町524-15
電話  0790-49-0915

お A
み

筆記試験受験者全員に□ 否の通知を行います。
二次試験 (面接試験 )

令不□6年 9月 15日 (日 )

試験種目 言式f験 日8寺

面接
試験日当日の受付および Fテ干遍始 8き F日日は、~次試験合格者ヘ
個別通知 します。

4.給与等

加古川西部土地改良区職員の給与に関する規程の定めるところにより、給判のほ
か各種手当を支給 します。初任給は、最終学歴及び採用前の民 F日日企業等の職歴を換
算 して決定されます。

4年生大学を卒業 した人   給料月額 196,200円
上記のほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、時 F日日外勤務手当等がそれぞれの基

準によって支給されます。

【贅格取得支援制度】
職務に関する賓格を取得した職員に、奎格取得報奨制度があります。

瑚 種 採用予足 受験賓格

農業用水の酉己水管理
並びに一般事務

若千名
平成7年 4月 2日 から

平成 18年 4月 1日 までに
生まれた人

試験種目 8き間 内容及び出題姶雰

SPI言式馬父 110分
適性及び職務遂行に跡要な総合的な基

`疋

林
能

力 (言語能力及び数的情報、論理的思者力
を嚇要とする非言語能力)
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組合員資格得喪通知書 (記入例)

下記の事項により組合員資格が得喪したので土地改良法第43条第1項の規定により通知

します。

令和 O 年 ○ 月 O 日

※提出日を記入

現資格者 住  所

.氏  名

所

OOttOO町 123
カコがワセイア

ヾ
         夕lユ ウ

加古川西部 太郎 ⑨

新資格者 住

フ
氏

OOttOO町 456
ミ ト

゛
 サ        ハナヨ

水土里  花子  ①

※印鑑は認印可

" 
ガ す

名

生年月 日 平成 33 年  4 月 5 日

加古川西部土地改良区理事長 様

T  E  L   (  0123  )   45  --  6789

※生年月 日は、総代選挙の際選挙資格の確認に必要

ですので必ずご記入下さい。

記

1 資格得喪の対象となる土地の所在地等

市 町 大 字 宇 地  番 地   目 用 途 地 積 備  考

OO市 ○ (町名) ○ ○ 1234 田 (畑 ) 田 (火田) 1,000
ポ

※所有権が移転される土地を記入して下さい。全て所有権移転される場合は、「全筆」と記入。

2 資格得喪の原因及びその時期

(1)原 因 売 買 。経営移譲 ・ その他 (

※該当される原因にO印を入れて下さい。

平成・令和 〇 年 O tt O 日

※相統 された日、登記された日、売買された日等を記入下さい。

相 続

(2)時 期
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組合員資格得喪通知書

下記の事項により組合員資格が得喪したので土地改良法第43条第1項の規定により通知

します。

令和   年   月   日

現資格者 住  所

氏

新資格者 住

名

所

フ リ ガ ナ

氏  名

生年月 日 昭和・平成  年    月    日

フ リ ガ ナ

T E L   (       )

③

⑪

…

…

切

り

取

り

線

加古サII西部土地改良区理事長 様

記

1 資格得喪の対象となる土地の所在地等

2 資格得喪の原因及びその時期

(1)原 相 続 。売 買 。経営移譲 。その他 (

市 町 大 宇 字 地 番 地  目 用  途 地 積 備  考

魚f

)

(2)時 期   平成 。令和   年   月   日
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賦課金 (維持管理費)単価改定

重要な硲知らは

令不□4、 5年度において賦課金単価について継続して審議し、総代、役員定数の削減等により経

費削減を実施しましたが、土地改良施設の老朽化に伴う修繕工事や建設資材の高騰などによリー

般会計の単年度収支赤字が続いている状況です。今後も従前単価でlよ赤字が拡大する見込みであり、

賦課金単価の値上十ずが必要との結論に至りました。

受益掛の最も多い「ため池掛 (B)」 が 120円 /10aの値止 Iず、また、下記の表のとおり、掛別

に 60円～ 320円 /10aの値上げ となっていますЬ

今後も継続して賦課金の軽減に向けた検討を続けてまいりますが、現時点での値上げについて、

組合員皆様におかれまして|よ、何卒こ理解を賜りますようお願いいたします。
単位 :円 /10a

《改定前》 《改定後》

均等割費
単価刊Oa

当り

計画配水害」費 (10a当 り)

合  計

ランク 配水量 単価

ため池掛 1,300
(A) 師 760 2,060

(B) ‖謂～ 1,080 2,380

丼堰推ト 司,300
(A) Oni 610 1,910

(E3) l Hi～ 870 2,170

天水推ト 1,300
(/ヽ) 師 2,180 3,480

(E3) 1甫～ 3,140 4筈 O

樹園地・

火日
1,300

(A) 師 410 1,710

(B) l ni～ 570 1,870

濃縮地 ¬,300 1,300

賦課金 (維持管理費)単価改定に伴い、農地転用決済金単価が併せて改定されます。

農地転用決済金について lよ、物価上昇率等を力ll味 し算出されるため、下記の改定についてこ理

解を賜りますようお願いいたします。 (単価改定は、令和 6年 11月 1日より)

令和 6年度農地転用決済金

100円 /爾

(10月 31日まで)

‐
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‐
‐
‐
‥
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‐
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１
１
‐
‐
‥
‥
‐
‥
‥
！
‥
‥
‐
‐
‐
　
　
一獅
切
　
　
　
　
　
出
ツ
　
　
　
　
　
詢
ネ

り
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第45号 発行日 令和6年フ月 1日

発行者 加古川西部土地改良区

兵庫県加西市上富木町524-15   ・

TEL:(0790)49-0915 / FAX I(0790)49-0916

計画配水害」費 (司 Oa当 り)

合 計

均等割費

単 I面 ηOa
当り ランク 配水量 単 l面

2,180(A) 師 810
ため池掛 1,370

2,500(E3) ¬謂～ 1,130

2010(A) 師 640
丼堰推ト 1,370

(E3) l Hi～ 900 2270

(A) 3,300師 2,430

■760
天水掛 1,370

(B) 1甫～ 3,39C

1,770(A) 師 4∞樹園地
メ日

1,370
(B) l ni～ 560 1,930

濃縮地 1,370 1,370

イ直上げ

農地転用決済金の単価改定

イ直土iげ

115円/∬

(11月 1日 から)

球笠里ネヽント http://www.kakogawa‐ westi,p/ E‐ mail:kakogawaseibu@mtdibig10be.ne.,p


